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おいて210Pb放射能濃度がほぼ一定の値を示して
おり，過剰210Pb放射能濃度から大和海嶺の平均
重量堆積速度は0.056g/cm2/y（±0.036g/cm2/
y）となった．この値は日本海の海盆と比べほぼ
同レベルである．また，湾のような内海と比べる
とかなり低い値となっていることが分かる．
②大和海嶺の表層1～3cmの210Pb放射能濃度は
生物撹乱等によって変動していると考えられる．
③大和海盆海底堆積物では210Pb放射能濃度が大
きな変動を示していなかったため，堆積速度の算
出ができなかった．その原因として水深の深さか
ら降下時間が大和海嶺に比べて非常に長いこと
が考えられる．
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